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ダイハツ、インドネシアにおいて新車両工場が稼働開始 
～環境面と生産効率面における最新技術を導入し、ダイハツグループとして競争力強化を加速～ 

 

 

 

 

 

 

ダイハツ工業株式会社(以下、ダイハツ)のインドネシア現地法人であるアストラ・ダイハツ・モータ

ー社(以下、ＡＤＭ)は、環境面と生産効率面における最新技術を導入したカラワン車両工場 第２ライ

ンの本格稼働を開始し、本日開所式を執り行いました。 

 

今回、稼働開始から２７年経過したＡＤＭスンター車両工場 第１ラインの老朽化、および今後のカ

ーボンニュートラルへの対応を見据え、カラワン車両工場 第２ラインへのリニューアルを２０２３年

２月より行ってきました。コンセプトは、ダイハツのモノづくりの考え方である「ＳＳＣ（シンプ

ル・スリム・コンパクト）」をさらに進化させた「Ｅ－ＳＳＣ」※1。２０２２年にリファインした京都

(大山崎)工場で採用した革新技術を中心に、環境面や生産効率面で最新の生産技術をボデー・塗装・

組立の各工程で導入することで、競争力を高めるとともに、工場建屋屋根への太陽光パネル設置など

も含め、年間約３０％のＣＯ２排出量を削減します。 

 

２０１３年に稼働を開始したカラワン車両工場は、トヨタグループの車両生産拠点として、これま

でインドネシアをはじめ、世界各国のお客様に累計約２３０万台の車両をお届けしてきました。今回

のリニューアルによって、カラワン車両工場は年間３６万台規模の生産能力を有する、ダイハツグル

ープの海外拠点として最大規模の車両生産工場となります。 

  

ダイハツは、今回培ったノウハウや技術を国内外の工場へさらに展開し、ダイハツグループの競争力

強化と生産カーボンニュートラルへの取組みを加速させるとともに、インドネシアをはじめとした各地

域のお客様の生活に寄り添った良品廉価なクルマづくりを磨き上げることで、各地域の自動車産業の発

展、および人材育成に貢献してまいります。 

 

※１ E－SSC の“E”は Evolution の略。 

 

 

 

 

 

 

 



（２／３） 

 

＜新工場（カラワン車両工場第２ライン）概要＞ 

所在地 西ジャワ州カラワン スルヤチプタ工業団地内 

敷地面積 ２２４，５２９㎡（カラワン車両工場全体：９４０，０１２㎡） 

建屋面積 ７１，９５３㎡(カラワン車両工場全体：２６４，０８５㎡) 

投資額 約２兆９,０００億ルピア（約２６７億円） 

※１ルピア＝０.００９２円（２０２５年２月２０日時点）で換算 

稼働開始 ２０２４年１２月 

生産能力 １４万台/年（ＡＤＭ全体：５３万台/年（変更無し）） 

従業員数 約７００名(２０２４年１２月時点) 

リニューアル工程 ボデー(溶接)、塗装、組立等 

生産車種 ダイハツ アイラ/トヨタ アギア/トヨタ ウィーゴ (２０２５年２月時点) 

 

 

＜新工場の主な特長＞ 

１．全体コンセプト 

・高い生産性と高品質を実現しながら優れた環境性能を有し、インドネシアにおけるカーボンニュート

ラルに貢献する、現地最適な工場を設立。 

・これまでダイハツが進めてきた現地雇用、現地人材育成の成果ともいえる、ＡＤＭ現地生産技術スタ

ッフ主体による新工場立上げ。ダイハツ生産技術スタッフの支援は、カラワン車両工場 第１ライン

建設時から６０％減。 

・建屋屋根へ３，０００kW 分の太陽光パネル約５，１００枚の敷設※２、および各工程での新技術導入

等により、スンター車両工場 第１ラインにおけるＣＯ２排出量比３０％削減を見込むとともに、将

来的な電動車生産を見据えた新設備を導入。 

・従業員とトラックを含む車両との動線を分離することにより、安全を担保しつつ部品物流を軸とし

た効率的な工場レイアウト。 

 

※２ カラワン車両工場第１ライン、第２ラインにおける太陽光パネル敷設数の合計。 

 

２．ボデー(溶接)工程 

・スポット溶接用ロボットの導入数を増やすことで、自動化率を向上させ、品質向上と省人を両立。さ

らに、ロボットの集約配置や高速化、一台で複数の溶接が可能な最新のロボットを導入することで、

ダイハツの工場において最小の工程数を実現。 

 

３．塗装工程 

・京都（大山崎）工場で採用した環境、効率化技術を全面的に展開。 

・段ボールフィルターを用いたドライブース化や、静電誘導を用いた塗着効率の高いマシンの採用など

を実施。また、熱源工程を３階フロアに集約することで、効率的な熱マネジメントを実現。 

 

４．組立工程・物流 

・組立ラインの周囲４方向から部品を供給できるレイアウトを実現し、部品物流の効率化を実施。 

物流トラックの動線を確保するとともに、部品置き場とラインの近接化により、運搬距離を短縮。 

・人間工学に基づいた「人にやさしい」作業工程を実現。京都(大山崎)工場と同様、重量のある大型

部品は車両を停止状態で搭載する方法を採用することで、作業者の負荷軽減と品質向上を両立。 

・部品受入れスペースの外壁を一部取り払う「ウォールレス」レイアウトにより、自然換気を行う 

ことで工場内の空気循環を改善。空調設備の利用率を低減することで、ＣＯ２排出量削減にも寄与。 

・将来的な電動車生産を見据え、バッテリーなどの重量部品にも対応可能な搬送装置を導入。 
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＜ＡＤＭ概要＞ 

正式名称 ＰＴ Ａｓｔｒａ Ｄａｉｈａｔｓｕ Ｍｏｔｏｒ 

所在地 ジャカルタ特別区 スンター地区 

従業員数 １０，３６７名(２０２５年１月時点) 

代表者 京田 靖 取締役社長 

設立年 １９９２年 

生産開始年 １９９２年１月 

生産能力 ５３万台／年 

生産台数（２０２３年度） 

４６７，１２６台（前年同期比：８５．２％） 

ダイハツ車：１８１，５６８台（８８％） 

/ＯＥＭ車（トヨタ、マツダ）：２８５，５５８台（８３．５％） 

生産台数（２０２４年１－１２月） ４２８，４６０台(前年同期比：８５．０％) 

販売台数（２０２３年度） １８５，６８８台（前年同期比：９３．２％） 

販売台数（２０２４年１－１２月） １６８，２６３台（前年同期比：８６．７％） 

累計生産台数 約８００万台 

売上高 非開示 

出資形態 

ダイハツ工業：６１．７６％ 

アストラ・インターナショナル：３１．８７％ 

豊田通商：６．３７％ 

 

 

 

 以上 


